
意
見
書
第
４
号

少
人
数
学
級
の
実
施
を
求

め
る
意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
子

ど
も
も
学
校
も
多
く
の
不

安
と
心
配
を
抱
え
て
い
ま

す
。
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
、

学
校
教
育
の
現
場
で
も
身

体
的
距
離
の
確
保
が
重
要

で
す
。
し
か
し
、
40
人
学

級
の
教
室
で
は
子
ど
も
た

ち
の
身
体
的
距
離
が
と
れ

ず
、「
密
集
状
態
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
避
け

る
た
め
に
は
少
人
数
学
級

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
は
一
人
一
人
の
子
ど

も
と
じ
っ
く
り
向
き
合
い
、

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
個
別

の
指
導
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
現
場
か
ら
は
40

人
学
級
で
な
く
少
人
数
学

級
実
現
の
要
望
が
強
く
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
３
日
に

は
、
全
国
知
事
会
・
全
国

市
長
会
・
全
国
町
村
会
は

連
名
で
政
府
に「
少
人
数

意
見
書
第
５
号

日
本
学
術
会
議
会
員
候
補

者
の
任
命
拒
否
を
し
た
６

名
を
直
ち
に
任
命
を
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

２
０
２
０
年
10
月
１
日
、

菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
は
、

日
本
学
術
会
議
が
推
薦
し

た
会
員
候
補
者
1
0
5
名

の
う
ち
６
名
の
任
命
拒
否

を
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行

為
は
、
日
本
学
術
会
議
法

に
違
反
し
、
学
問
の
自
由

を
保
障
し
た
憲
法
23
条
に

も
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

学
問
は
、
真
理
を
発
見
す

る
営
み
で
あ
る
か
ら
、
学

術
的
立
場
か
ら
時
の
政
府

に
対
し
て
厳
し
い
反
対
意

見
を
表
明
す
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。
そ
の
た
め
、
学

問
は
、
し
ば
し
ば
政
府
に

よ
る
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ
て

き
た
。
わ
が
国
に
お
い
て

も
、
滝
川
事
件
や
、
天
皇

機
関
説
事
件
な
ど
、
政
府

が
学
説
を
公
定
し
、
政
府

の
意
向
に
反
す
る
研
究
を

弾
圧
し
た
歴
史
的
経
験
が

者
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣

が
法
に
基
づ
い
て
任
命
を

行
っ
た
と
し
て
、
任
命
に

は
政
府
の
裁
量
が
あ
る
と

主
張
す
る
。

し
か
し
、
日
本
学
術
会

議
は
、
憲
法
23
条
に
よ
る

学
問
の
自
由
が
保
障
さ
れ

る
自
律
的
組
織
で
あ
る
か

ら
、
特
に
強
く
保
護
さ
れ

る
べ
き
人
事
に
つ
い
て
、

政
府
が
実
質
的
に
介
入
す

る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
な

い
。
政
府
の
主
張
は
、
学

問
の
自
由
を
保
障
し
た
憲

法
23
条
に
違
反
し
、
法
７

条
２
項
の
解
釈
を
誤
っ
た

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

任
命
拒
否
が
更
な
る
学
問

の
自
由
の
侵
害
へ
と
つ
な

が
り
、
日
本
社
会
の
健
全

な
発
展
が
阻
害
さ
れ
る
こ

と
を
危
惧
し
、
下
記
事
項

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま

す
。

１
．
任
命
拒
否
を
し
た
候

補
者
を
直
ち
に
任
命
す
る

こ
と
。

編
成
を
可
能
と
す
る
教
員

の
確
保
」を
要
望
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
７
月

17
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

来
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
少
人
数
学
級

に
踏
み
出
す
予
算
措
置
を

実
現
す
る
こ
と
が
教
育
関

係
者
の
強
い
要
望
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
て
、
強
く
要

請
す
る
も
の
で
す
。

１
．
安
全
・
安
心
で
、
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
実
現
に

つ
な
が
る
少
人
数
学
級
を

速
や
か
に
実
現
す
る
た
め
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

全
員
賛
成
で
可
決

あ
る
。
日
本
国
憲
法
は
、

こ
の
よ
う
な
学
問
に
対
す

る
苦
い
弾
圧
の
歴
史
等
を

反
省
し
、
人
類
文
化
の
発

展
に
不
可
欠
な
真
理
探
求

の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と

の
必
要
性
に
鑑
み
て
、
学

問
の
自
由
を
保
障
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
個
々
の

科
学
者
は
、
政
府
の
干
渉

を
受
け
ず
に
学
問
的
研
究

活
動
や
研
究
成
果
の
発
表

を
す
る
自
由
を
享
受
す
る
。

日
本
学
術
会
議
は
、
学
問

の
担
い
手
で
あ
る
科
学
者

が
分
野
横
断
的
に
学
術
研

究
の
成
果
を
持
ち
寄
っ
て

学
術
的
議
論
を
し
、
集
約

さ
れ
た
成
果
を
政
府
と
は

独
立
し
た
立
場
か
ら
政
府

や
社
会
に
還
元
す
る
組
織

で
あ
り
、
日
本
の
学
術
に

と
っ
て
大
学
と
同
等
の
重

要
性
を
有
す
る
。

今
回
の
任
命
拒
否
に
つ

い
て
、
政
府
は
、
日
本
学

術
会
議
に
よ
る
推
薦
者
の

中
か
ら
、「
総
合
的
・
俯ふ

か
ん瞰

的
」な
観
点
か
ら
任
命
権

賛
成
討
論

国
会
審
議
等
で
、
菅
首

相
は
６
名
の
任
命
拒
否
の

理
由
を
具
体
的
に
示
す
こ

と
な
く
、「
総
合
的
・
俯
瞰

的
な
活
動
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
判
断
」、「
バ
ラ
ン

ス
や
多
様
性
を
考
慮
」な

ど
と
抽
象
的
な
も
の
言
い

を
繰
り
返
し
、「
事
前
の

調
整
が
な
か
っ
た
」と
日

本
学
術
会
議
へ
の
責
任
転

嫁
ま
で
行
い
ま
し
た
。

日
本
学
術
会
議
の
自
律

性
、
独
立
性
を
保
つ
こ
と

は
、
多
様
な
角
度
か
ら
真

理
を
追
究
す
る
学
術
研
究

を
発
展
さ
せ
、
社
会
全
体

が
科
学
の
成
果
を
享
受
す

る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
回
の
会
員
人
事
へ
の

介
入
は
、
政
府
に
よ
る
自

由
な
学
術
研
究
の
統
制
と

異
論
を
排
除
す
る
社
会
を

つ
く
り
出
し
、
政
府
見
解

へ
の
忖
度
を
国
民
に
せ
ま

り
、
物
言
え
ぬ
風
潮
を
強

め
る
こ
と
に
な
る
暴
挙
と

い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

賛
成
少
数
で
否
決
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湖
南
市
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り

議
決
結
果


